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現
地
派
遣
部
隊
に
激
励
品
（
お
茶
・

み
か
ん
）
を
贈
呈
す
る
夷
隅
支
部
の

高
橋
支
部
長
と
久
我
副
支
部
長

◇
令
和
３
年
度
分
「
会
費
」
、
「
会
運
営
協

力
金
（
寄
付
）
」
の
依
頼

隊
友
新
聞
１
月
号
に
振
込
票
を
同
封
し
、

会
費
と
協
力
金
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
し

た
。
既
に
多
く
の
方
か
ら
振
り
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
が
、
未
だ
の
方
は
振
り
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
令
和
３
年
度
通
常
総
会
の
議
案
に
つ
い
て

総
会
に
お
け
る
議
案
（
令
和
２
年
度
事

業
報
告･

同
会
計
報
告･

令
和
３
年
度
事

業
計
画
、
同
予
算
（
案
）
、
役
員
交
代
）

要
約
を
掲
載
し
ま
す
。
総
会
に
参
加
さ
れ

な
い
会
員
は
、
規
約
第
四
十
九
条
に
基
づ

き
、
支
部
長
指
名
の
代
理
人
へ
の
委
任
に

な
り
ま
す
。

事
務
局
長

大
根

隊友千葉だより

◇
十
二
月
二
十
九
日

「
い
す
み
市
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
災
害

派
遣
さ
れ
た
習
志
野
駐
屯
地
（
第
１
空
挺
団
）

下
志
津
駐
屯
地
（
高
射
学
校
）
松
戸
駐
屯
地

（
需
品
学
校
）
に
激
励
品
を
贈
呈
。

ま
た
、
夷
隅
支
部
も
高
橋
支
部
長
以
下
が
現

地
派
遣
部
隊
を
激
励
。

◇
一
月
二
六
日

県
庁
主
催
の
「
令
和
二
年
度
防
災
図
上
訓
練
」

（
備
蓄
物
資
搬
出
搬
入
実
働
訓
練
は
、
緊
急
事

態
宣
言
の
発
令
に
伴
い
中
止
。

（
10
個
支
部
28
名
の
参
加
を
予
定
）

◇
二
月
六
日

「
＃
９
臨
時
理
事
役
会
」
開
催
。

◇
三
月
三
日

「
理
事
役
会
・
後
期
支
部
長
会
議
」
開
催
。

令
和
２
年
度
活
動
状
況

（
２
年
12
月
～
３
年
３
月
）

活
動
に
ご
協
力
頂
い
た
支
部
長
・
会
員
・

理
事
役
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今

後

の

活

動

予

定

◇
四
月
三
日

護
国
神
社
奉
仕
活
動
（
四
月
十
日
大
祭
は

神
職
の
み
で
開
催
）

◇
四
月
十
六
日

県
通
常
総
会
等
開
催
予
定

時
間
：
十
三
時
半
か
ら
十
七
時
半

場
所
：
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
市
中
央
区
弁
天
３-

７-

７
）

当
日
は
、
総
会
の
他
に
、
県
表
彰
式
、
講

演
会
を
予
定
。

事
務
局
か
ら
の
お
礼
・
お
知
ら
せ

◇
令
和
２
年
度
分
「
会
運
営
協
力
金
（
寄

付
）
」
に
関
す
る
お
礼

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
２
年
度
か

ら
新
た
に
75
歳
以
上
の
終
身
会
員
に
昨
年

６
～
７
月
に
か
け
て
お
願
い
し
た
令
和
２

年
度
分
協
力
金
は
、
四
九
三
名
（
43
％
）

の
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

従
来
か
ら
お
願
い
し
て
い
た
65
歳
～
75
歳

未
満
の
終
身
会
員
の
方
か
ら
の
協
力
金
と

合
わ
せ
て
、
七
〇
九
名
（
45
％
）
の
方
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
会
運

営
に
あ
た
る
所
存
で
す
。

令
和
３
年
度
総
会
に
お
け
る
議
案
（
要
約
）

【
第
一
号
議
案
】
令
和
二
年
度
事
業
報
告
（
案
）

◆
地
方
自
治
体
へ
の
協
力

❍
千
葉
県
が
計
画
し
た
九
都
県
市
防
災
訓

練
に
お
い
て
、
県
の
防
災
備
蓄
倉
庫

（
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
・
葛
南
防
災
備
蓄

倉
庫
）
か
ら
の
物
資
搬
出
の
実
働
訓
練

に
、
松
戸
・
船
橋
・
習
志
野
・
市
川
支

部
（
計
16
名
）
が
参
加
。

❍
ま
た
、
千
葉
県
防
災
図
上
訓
練
（
防
災

備
蓄
倉
庫
か
ら
の
物
資
の
搬
出
搬
入
実

働
訓
練
含
む
）
が
計
画
さ
れ
、
県
内
６

カ
所
の
防
災
備
蓄
倉
庫
で
の
訓
練
参
加

を
準
備
（
10
個
支
部
（

45
名
）
参
加
を

予
定
）
し
た
が
、
政
府
発
出
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
緊
急
事
態
宣
言
の
た
め

中
止
。

mailto:chibataiyuu@engel.ocn.ne.jp


千葉だより （２）

❍
長
生
支
部
・
茂
原
支
部
は
、
長
生
地
域
振
興
事

務
所
と
連
携
し
、
備
蓄
倉
庫
か
ら
の
物
資
の
搬

出
展
開
訓
練
を
実
施
。
（
参
加
者
9
名
）

◆
自
衛
隊
の
諸
業
務
・
活
動
に
対
す
る
協
力
・
支
援

〇
災
害
情
報
連
絡
員
体
制
を
維
持
（
24
個
支
部
）

❍
12
月
、
「
い
す
み
市
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に

災
害
派
遣
さ
れ
た
習
志
野
駐
屯
地
（
第
１
空
挺

団
）
、
下
志
津
駐
屯
地
（
高
射
学
校
）
、
松
戸

駐
屯
地
（
需
品
学
校
）
に
激
励
品
を
贈
呈
し
激

励
し
た
。
ま
た
、
夷
隅
支
部
は
現
地
派
遣
部
隊

に
激
励
品
を
贈
呈
し
激
励
し
た
。

❍
令
和
３
年
２
月
、
栃
木
県
足
利
市
の
山
林
火
災

に
災
害
派
遣
さ
れ
た
陸
自
第
１
ヘ
リ
団
（
木
更

津
駐
屯
地
）
に
激
励
品
を
贈
呈
し
激
励
し
た
。

❍
関
係
支
部
は
、
習
志
野
駐
屯
地
・
松
戸

駐
屯
地
・
下
志
津
駐
屯
地
と
連
携
し
、
家
族
支

援
に
協
力
し
た
。

❍
千
葉
協
力
本
部
長
に
相
談
役
を
委
嘱
し
た
。

◆
講
演
会
・
隊
友
紙
の
配
布
等

❍
10
月
、
山
武
東
金
支
部
は
、
会
員
22
名
の
他
、

32
名
の
市
民
を
招
待
し
防
衛
講
演
会
を
開
催
し

た
。

❍
会
員
に
隊
友
新
聞
を
配
布
（
手
配
り
57
％
の
他
、

郵
送
）
、
特
別
会
員
に
対
し
て
は
「
デ
フ
ェ
ン

ス
」
・
「
防
衛
開
眼
」
を
配
布
し
た
。

◆
慰
霊
顕
事
業

❍
護
国
神
社
春
秋
大
祭
の
た
め
の
清
掃
ご
奉
仕

を
各
支
部
か
ら
の
参
加
（
春
：
40
名
、
秋
：

37
名
参
加
）
を
得
て
実
施
し
た
。
大
祭
に
は

参
加
を
自
粛
し
玉
串
料
を
奉
納
し
た
。

❍
10
月
、
自
衛
隊
殉
職
隊
員
千
葉
県
追
悼
式
会
場

（
下
志
津
駐
屯
地
「
鎮
の
庭
」
）
の
整
備
を
各

支
部
の
協
力
を
得
て
実
施
。
（
31
名
参
加
）

追
悼
式
に
は
会
長
が
参
列
す
る
と
と
も
に
隊
友

会
本
部
及
び
千
葉
県
隊
友
会
か
ら
供
花
を
お
供

え
し
た
。

❍
下
総
・
館
山
航
空
基
地
殉
職
隊
員
追
悼
式
に

供
花
を
お
供
え
し
た
。
下
総
航
空
基
地
追
悼

式
会
場
の
事
前
清
掃
を
実
施
し
た
。

❍
護
国
神
社
内
の
「
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭
」
に

協
力
す
る
と
と
も
に
、
県
内
７
コ
支
部
（
八

街
・
船
橋
・
柏
・
安
孫
子
・
鎌
ヶ
谷
・
松
戸
・

夷
隅
支
部
）
は
、
地
元
所
在
の
戦
没
者
慰
霊
碑

の
清
掃
及
び
追
悼
行
事
を
実
施
（
参
加
）
。

◆
会
勢
の
充
実

❍
令
和
２
年
度
（
二
月
末
）
の
正
会
員
は
、
二
、

八
〇
〇
名
で
あ
り
、
令
和
元
年
度
末
の
正
会
員

二
、
八
八
一
名
か
ら
八
一
名
の
減
少
と
な
っ
た
。

特
別
会
員
は
、
四
名
増
加
し
、
一
〇
六
名
と
な

っ
た
。

❍
会
勢
拡
大
委
員
に
よ
る
駐
屯
地
・
基
地
に
お
け

る
説
明
会
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た

め
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
定

年
延
長
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
入
会
者
が

減
少
し
た
。

❍
海
自
下
総
基
地
で
２
回
の
中
級
管
理
講
習
及
び

陸
自
下
志
津
駐
屯
地
で
退
職
予
定
隊
員
教
育
に

お
い
て
、
隊
友
会
活
動
の
説
明
を
行
い
入
会
促

進
に
努
め
た
。

◆
会
活
動
の
活
性
化

❍
陸
海
空
各
駐
屯
地
・
基
地
に
お
け
る
創
立
記
念
行

事
等
が
中
止
さ
れ
た
た
め
、
部
隊
と
の
交
流
等
の

機
会
が
な
か
っ
た
が
、
新
着
任
部
隊
長
を
表
敬
訪

問
し
、
隊
友
会
活
動
に
説
明
し
理
解
を
得
た
。

❍
防
衛
関
係
団
体
と
の
連
携
し
情
報
交
換
を
行
っ

た
。
協
賛
す
る
「
入
隊
激
励
会
」
は
中
止
に
な

り
、
記
念
品
を
贈
呈
に
協
力
し
た
。

❍
「
千
葉
だ
よ
り
」
は
、
一
月
号
を
発
行
し
た
が
、

各
支
部
活
動
の
紹
介
等
を
行
う
た
め
、
次
年
度
か

ら
４
回
／
年
の
発
行
す
る
と
と
も
に
、
隊
友
新
聞

へ
投
稿
し
広
報
す
る
こ
と
が
必
要
。

❍
部
隊
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
中

止
し
た
。

❍
支
部
が
実
施
し
た
防
衛
講
話
、
新
聞
等
の
手
配
り

及
び
慰
霊
顕
彰
関
連
（
清
掃
支
援
等
）
に
対
し
助

成
し
た
。
ま
た
、
支
部
総
会
は
一
部
を
除
き
中
止

に
な
っ
た
が
、
役
員
会
を
も
っ
て
代
え
た
支
部
が

多
く
あ
り
所
要
の
助
成
を
し
た
。

❍
１
回
／
月
を
基
準
と
し
て
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更

新
し
て
行
事
、
支
部
活
動
の
紹
介
、
事
務
局
か
ら

の
連
絡
等
を
発
信
し
た
。

❍
県
表
彰
と
し
て
17
名
、
感
謝
状
個
人
１
名
・
一
個

団
体
に
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
隊
友
会
本
部
に
10

名
を
上
申
し
授
賞
し
た
。

◆
財
務
基
盤
改
善
強
化

❍
年
会
員
三
八
八
名
（
83
％
）
か
ら
会
費
納
入
。

❍
終
身
会
員
に
会
運
営
協
力
金
（
寄
付
）
を
依
頼
し
、

75
歳
未
満
の
終
身
会
員
か
ら
の
協
力
金
は
、
２

１
６
名
（
46
％
）
で
あ
っ
た
。
今
年
度
か
ら
お

願
い
し
た
75
歳
以
上
の
終
身
会
員
４
９
３
名

（
43
％
）
の
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
た
め
、
年
々
減
少
し
て
い
る
次
年
度
繰
越

額
の
減
少
が
改
善
で
き
た
。

❍
新
規
に
会
計
担
当
事
務
局
員
を
採
用
す
る
と
と
も

に
、
会
計
業
務
に
習
熟
し
た
ベ
テ
ラ
ン
参
与
に
よ

る
確
実
な
月
末
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
会
長
・

副
会
長
へ
の
報
告
を
実
施
し
た
。

❍
隊
友
会
本
部
へ
の
助
成
申
請
に
よ
る
県
負
担
額
の

削
減
、
契
約
駐
車
場
の
解
約
等
に
よ
り
経
費
を
削

減
し
た
。

◆
県
隊
友
会
活
動
基
盤
の
確
立

❍
事
務
局
に
事
務
局
長
補
佐
を
新
規
に
配
置
し
業
務

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
会
計
担
当
事
務
局
員

を
配
置
し
て
円
滑
確
実
な
会
計
業
務
を
遂
行
し
た
。

❍
会
員
の
高
齢
化
、
入
会
者
の
減
少
、
後
任
支
部

長
不
在
の
支
部
が
生
起
し
た
。
今
後
、
こ

の
よ

う
な
支
部
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
各
支
部
の
現
状
を
把
握
し
、
幅
広
く
意
見

聴
取
し
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

◆
会
員
の
福
利
厚
生
及
び
親
睦

❍
会
員
、
親
族
を
対
象
と
し
た
葬
祭
、
商
品
購
入
等

に
お
け
る
割
引
情
報
を
提
供
し
た
。

❍
会
員
の
訃
報
に
接
し
た
際
は
、
速
や
か
に
顕
彰
状

を
贈
呈
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
顕
彰
状
贈
呈

率
が
低
く
、
改
善
を
要
す
る
。

❍
県
隊
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
の
た
め
自
粛
し
た
。
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◆
そ
の
他

❍
県
通
常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た

め
中
止
し
、
六
月
、
全
会
員
書
面
に
よ
る
議
決

を
実
施
し
た
。

❍
「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
千
葉
県
民
の

会
」
に
３
回
参
加
し
た
。
ま
た
、
四
街
道
支
部

は
「
四
街
道
市
民
の
会
」
を
共
催
し
た
。

◆
次
年
度
へ
の
反
映
す
べ
き
事
項

❍
公
益
事
業
と
し
て
、
防
衛
講
演
会
の
開
催
・
参

加
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
衛
隊
の
活

動
へ
の
協
力
、
慰
霊
顕
彰
、
地
域
に
お
け
る
社

会
活
動
等
の
公
益
活
動
に
つ
い
て
一
層
の
充
実

を
図
る
。
こ
の
際
、
特
に
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
及
び
家
族
支
援
協
力
を
重
視
し
、
千
葉

県
及
び
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
を
重

視
す
る
。

❍
引
続
き
、
経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
年
会
費
納
入
、
協
力
金
の
協
力
依
頼
を
実

施
し
、
健
全
な
財
務
基
盤
を
維
持
す
る
。

❍
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況
を
十
分
考
慮
し
、
部

隊
へ
の
積
極
的
な
入
会
依
頼
、
部
隊
説
明
会
等

の
開
催
し
て
隊
友
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
。

ま
た
、
会
活
動
の
活
発
化
、
会
員
と
の
連
携
確

保
に
よ
り
退
会
防
止
を
図
る
。

❍
会
員
の
死
亡
情
報
に
接
し
た
場
合
、
速
や
か
に

顕
彰
状
等
の
贈
呈
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

遺
族
が
行
う
死
亡
叙
勲
の
部
隊
へ
の
申
請
等

に
つ
い
て
協
力
す
る
。

❍

各
支
部
の
活
動
を
県
全
体
に
情
報
提
供
す
る
と

も
に
、
県
本
部
か
ら
の
連
絡
を
適
時
に
行
う
た

め
、
「
千
葉
だ
よ
り
」
を
４
回
／
年
発
行
す
る

こ
の
た
め
、
支
部
及
び
会
員
か
ら
の
記
事
投
稿

を
積
極
的
に
募
集
す
る
。
ま
た
、
隊
友
新
聞
の

投
稿
も
併
せ
て
行
い
、
千
葉
県
の
活
動
を
全
国

に
広
報
す
る
。

❍
防
衛
関
係
諸
団
体
等
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す

る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
及
び
地
方
自
治
体
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
協
力
・
支
援
の
実
施
に
努
め

る
。

◆
地
方
自
治
体
へ
の
協
力

❍
平
素
か
ら
県
の
要
望
に
応
じ
、
災
害
対
策
本
部

等
の
訓
練
に
参
加
す
る
。
各
支
部
は
地
域
振
興

事
務
所
等
と
連
携
し
、
物
資
の
払
出
し
に
係
わ

る
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
の
実

施
す
る
訓
練
等
に
参
加
す
る
。

❍
希
望
者
に
よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
役
員
等
輸
送
に
協
力
す

る
。

◆
自
衛
隊
の
諸
業
務
・
活
動
に
対
す
る
協
力
・
支
援

❍
隊
員
の
募
集
・
就
職
援
護
に
協
力
す
る
。

❍
自
衛
隊
が
実
施
す
る
災
害
派
遣
活
動
等
に
対
し

て
、
慰
問
・
激
励
を
実
施
す
る
。

❍
各
支
部
は
、
新
た
な
家
族
支
援
要
望
に
対
応
し
、

支
援
会
員
の
割
り
当
て
、
顔
合
わ
せ
等
を
行
う

と
と
も
に
、
証
明
書
の
発
行
に
協
力
す
る
。

❍
災
害
情
報
連
絡
員
制
度
を
維
持
し
、
自
衛
隊
へ

の
災
害
情
報
を
通
報
す
る
。

◆
講
演
会
・
隊
友
紙
の
配
布
等

❍
中
央
の
実
施
す
る
防
衛
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
県
及
び
支
部
に
お
い
て
防
衛
講
演

会
を
開
催
す
る
。

❍
会
員
に
「
隊
友
新
聞
」
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、

特
別
会
員
に
は
、
併
せ
て
「
デ
フ
ェ
ン
ス
」
等

を
配
布
す
る
。

◆
慰
霊
顕
事
業

❍
殉
職
自
衛
隊
員
追
悼
式
に
参
列
す
る
と
と
も
に
、

追
悼
式
会
場
の
清
掃
等
を
実
施
す
る
。

❍
千
葉
県
護
国
神
社
の
移
転
に
伴
い
、
浄
財
を
奉

納
す
る
。
ま
た
、
春
・
夏
大
祭
事
前
清
掃
を
実

施
す
る
。

❍
「
あ
あ
特
攻
勇
士
像
」
慰
霊
祭
に
協
力
す
る
。

ま
た
、
各
支
部
は
近
傍
の
慰
霊
碑
・
忠
魂
碑
等

の
維
持
管
理
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
慰
霊
祭

等
に
参
列
す
る
。

◆
会
勢
の
拡
大

❍
会
勢
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
入
会
促
進
委
員
）

を
中
心
と
し
て
、
部
隊
と
連
携
し
、
即
日
入
会

者
の
増
加
に
努
め
る
。

❍
支
部
長
に
よ
る
現
地
派
遣
部
隊
に
対
し
て
激
励
を
実

施
す
る
場
合
、
実
施
の
判
断
と
県
と
し
て
の
激
励
品

購
入
額
の
一
部
助
成
等
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
。

※

理
事
役
会
・
後
期
支
部
長
会
議
に
て
、
支
部
長

判
断
で
実
施
す
る
こ
と
、
県
と
し
て
半
額
助
成

に
つ
い
て
承
認
。
ま
た
、
一
昨
年
の
八
街
支
部

に
よ
る
激
励
、
昨
年
の
夷
隅
支
部
に
よ
る
激
励

に
つ
い
て
遡
及
し
て
適
用
す
る
こ
と
を
承
認
。

❍
今
後
、
年
々
会
員
数
が
減
少
す
る
支
部
が
多
く
発
生

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
支
部
の
現

状
・
意
見
を
幅
広
く
聴
取
し
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。

【
第
二
号
議
案
】
令
和
二
年
度
会
計
報
告

収入 ：9,702,402円
①繰越額：2,721,345円
②会費 ：2,727,000円
③協力金：3,521,500円
④事業収入：516,924円
⑤雑収入 ：215,633円

支出 ：6,914,623円
①事業費：3,980,023円
②管理費：2,934,600円

次年度繰越額：
2,787,779円

※２月末〆に基づく
３月末見積額

【
第
三
号
議
案
】
令
和
三
年
度
事
業
計
画
（
案
）

◆
方
針県

隊
友
会
は
、
県
民
と
自
衛
隊
と
の
か
け
橋
と
し
て

相
互
の
理
解
を
深
め
る
と
も
に
、
防
衛
意
識
の
普
及
高

揚
に
努
め
、
国
の
防
衛
及
び
防
災
施
策
、
自
衛
隊
諸
業
務

な
ど
に
対
す
る
協
力
・
支
援
、
慰
霊
顕
彰
事
業
並
び
に
地

域
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、

防
衛
基
盤
の
構
築
に
寄
与
す
る
。

こ
の
た
め
、
公
益
目
的
事
業
を
更
に
充
実
す
る
こ
と
に

よ
り
会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
会
勢
の
維

持
・
拡
大
、
収
益
事
業
等
の
強
化
に
よ
り
会
基
盤
の
充
実

を
図
る
。
こ
の
際
、
会
員
の
福
利
と
親
睦
の
た
め
の
事
業

を
継
続
し
つ
つ
会
の
魅
力
化
に
努
め
る
。

活
動
に
あ
た
っ
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
を
考
慮
し
て
、
社
会
的
距
離
の
確
保
な
ど
３
密
（
密

閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け
、
会
員
・
自
衛
隊
員
等
の
感

染
防
止
に
努
め
る
。
ま
た
、
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
事
業

実
施
の
可
否
、
内
容
の
変
更
等
を
適
時
に
対
応
す
る
。



千葉だより （４）

ま
た
、
部
隊
が
行
う
教
育
に
お
い
て
、
隊
友
会

の
活
動
を
説
明
し
理
解
を
得
る
。

❍
入
会
促
進
委
員
に
よ
る
退
職
隊
員
へ
の
個
別
説

明
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
駐
屯
地
・
基
地
最

先
任
上
級
曹
長
等
と
の
懇
談
を
実
施
し
、
入
会

を
促
進
す
る
。

❍
支
部
活
動
を
通
じ
て
会
員
と
の
親
睦
を
図
り
、

会
員
の
退
会
防
止
を
図
る
。

❍
予
備
自
衛
官
訓
練
の
機
会
を
活
用
し
、
隊
友
会

活
動
を
説
明
し
、
入
会
を
勧
誘
す
る
。
ま
た
、

各
支
部
は
特
別
会
員
の
勧
誘
に
努
め
る
。

❍
支
部
長
・
県
役
員
の
適
任
者
を
勧
誘
し
、
計
画

的
に
育
成
す
る
。

❍
隊
友
会
広
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
す
る
。

◆
会
活
動
の
活
性
化

❍
機
会
を
求
め
て
会
長
・
支
部
長
等
に
よ
る
部
隊

指
揮
官
、
主
要
幹
部
等
を
訪
問
し
意
見
交
換

を
行
い
、
隊
友
会
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

意
思
疎
通
を
図
る
等
、
部
隊
と
の
連
携
を
強
化

す
る
。
こ
の
際
、
退
職
隊
員
の
入
会
促
進
に
つ

い
て
協
力
・
支
援
を
要
請
す
る
。
ま
た
、
防
衛

関
係
諸
団
体
と
の
協
力
関
係
を
緊
密
に
維
持
す

る
。

❍
「
千
葉
だ
よ
り
」
は
、
担
当
理
事
役
、
記
事
投

稿
に
つ
い
て
年
度
計
画
を
定
め
、
４
回
／
年
発

行
し
配
布
す
る
。
ま
た
、
隊
友
新
聞
へ
の
積
極

的
な
投
稿
に
努
め
る
。

❍
会
員
（
特
別
会
員
・
家
族
等
含
む
）
の
部
隊
研

修
を
実
施
し
、
自
衛
隊
の
現
況
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
。

❍
支
部
が
実
施
す
る
総
会
、
講
演
会
、
新
聞
手
配

り
等
に
対
し
て
支
部
助
成
金
と
し
て
配
布
す
る
。

❍
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
会
員
、
県
民
へ
情
報
提
供
す
る
。

❍
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す

る
と
と
も
に
、
隊
友
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
個
人
・
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
。

併
せ
て
隊
友
会
本
部
に
上
申
す
る
。

◆
財
務
基
盤
改
善
強
化

❍
引
続
き
経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

年
会
費
納
入
率
の
向
上
、
終
身
会
員
へ
の
会
運

営
協
力
金
（
寄
付
）
の
更
な
る
協
力
を
依
頼
す

る
等
の
施
策
に
よ
り
、
健
全
な
財
政
基
盤
を
構

築
す
る
。

経
費
運
用
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
財
政
状

況
か
ら
実
施
で
き
な
か
っ
た
事
業
、
支
部
活
動

の
活
性
化
に
繋
が
る
事
業
に
集
中
し
て
運
用
す

る
。

❍
厳
格
な
予
算
執
行
を
行
う
と
と
も
に
、
隊
友
会

本
部
の
計
画
に
基
づ
き
経
理
用
ア
プ
リ
を
試
行

し
て
、
効
率
的
な
会
計
処
理
に
努
め
る
。

◆
県
隊
友
会
活
動
基
盤
の
確
立

❍
会
員
数
・
活
動
経
費
の
減
少
傾
向
を
踏
ま
え
、

費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
各
種
業
務
の
実
施
規

模
・
内
容
に
つ
い
て
精
査
し
、
県
隊
友
会
諸
活

動
の
効
率
的
な
実
施
要
領
、
県
本
部
役
員
の
業

務
分
担
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討

す
る
。

❍
支
部
会
員
の
減
少
・
高
齢
化
に
よ
り
、
支
部
活

動
の
縮
小
、
支
部
組
織
の
維
持
に
も
影
響
さ
れ

る
こ
と
に
鑑
み
、
支
部
の
現
状
、
意
見
を
幅
広

く
聴
取
し
、
支
部
組
織
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

◆
会
員
の
福
利
厚
生
及
び
親
睦

❍
各
種
保
険
事
業
等
の
本
部
施
策
事
業
を
会
員
に

普
及
し
利
用
促
進
を
図
る
。

ま
た
、
企
業
の
葬
祭
、
商
品
割
引
情
報
を
収
集

す
る
と
と
も
に
、
利
用
を
促
進
す
る
。

❍
春
・
秋
の
叙
勲
受
章
者
を
お
祝
い
す
る
。

❍
会
員
死
亡
に
際
し
て
は
、
支
部
会
員
へ
の
速
や

か
な
周
知
と
支
部
長
の
依
頼
に
基
づ
く
顕
彰
状

贈
呈
、
ま
た
は
、
弔
電
発
送
に
努
め
る
。

更
に
、
死
亡
叙
勲
の
授
賞
の
た
め
、
関
係
自
衛

隊
へ
の
連
絡
に
つ
い
て
助
言
し
、
要
す
れ
ば
必

要
な
支
援
を
行
う
。

❍
会
員
が
自
然
災
害
で
被
災
し
た
場
合
、
罹
災
証

明
書
に
基
づ
き
県
か
ら
お
見
舞
金
を
贈
る
。

❍
第
13
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
。

◆
そ
の
他

❍
県
本
部
の
指
示
に
よ
り
、
「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を

つ
く
る
千
葉
県
民
の
会
」
及
び
「
市
民
の
会
」
な
ど

の
活
動
に
参
加
す
る
。

❍
隊
友
会
本
部
が
開
催
す
る
総
会
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
に
会
長
が
参
加
す
る
。

❍
支
部
長
等
会
議
は
、
各
種
施
策
の
意
見
提
出
と
効
果

的
な
実
施
、
支
部
活
動
の
活
性
化
及
び
情
報
の
共
有

化
等
の
た
め
、
７
月
及
び
３
月
に
開
催
す
る
。

こ
の
際
、
理
事
役
会
と
の
同
時
期
開
催
に
努
め
る
。

臨
時
理
事
役
会
は
必
要
の
都
度
、
開
催
す
る
。

❍
各
支
部
長
は
、
１
回
／
年
、
支
部
会
員
を
招
集
し
、

支
部
総
会
を
開
催
す
る
。

【
第
四
号
議
案
】
令
和
三
年
度
予
算
（
案
）

収入 ：9,093,479円
①繰越額：2,787,779 円
②会費 ：3,202,700円
③協力金：2,354,000円
④事業収入：429,000円
⑤雑収入 ：320,000円

支出 ：6,409,650円
①事業費：3,008,650円
②管理費：3,401,000円

次年度繰越額：
2,683,829円

【
第
五
号
議
案
】
役
員
交
代
（
４
月
16
日
交
代
案
）

◆
退
任

会
長

安
達
孝
昭
（
海
）

副
会
長

神
原
誠
司
（
陸
）

副
会
長

日
向
錦
次
郎
（
海
）

理
事
役

天
草
洋
（
陸
）

花
見
川
支
部
長

土
川
勝
（
陸
）

顧
問

酒
井
英
元
（
海
）

◆
新
任

会
長

神
原
誠
司
（
陸
）

副
会
長

菊
地
聡
（
海
）

理
事
役

藤
田
穣
（
陸
）

理
事
役

伏
見
昭
彦
（
陸
）

参
与

日
向
錦
次
郎
（
海
）

参
与

菅
原
礼
子
（
陸
）

顧
問

安
達
孝
昭
（
海
）


